
令和５年第２回東広島市議会定例会

項目 細目 詳細

ア いつでもスポーツ、どこでもスポーツ、だれでもスポーツ、地
域でスポーツの４つの方向性の進捗と考え方について伺う。

イ ウォーキングコース等を取り入れたまちづくりについて伺う。
ウ 東広島市スポーツツーリズム推進方針について伺う。

ア 部活動に従事する教員の放課後、休日出勤などの変化を
把握できているか伺う。

イ 生徒が希望する部活動が部活動指導員や教員不足によっ
て活動できないような状態は無いか伺う。

ア 魅力ある街路空間へ向けて維持管理方法を伺う。
イ 景観・保全の観点から河川の除草等に関する維持管理方針

について伺う。

(1) 東広島市スポーツ推進計画の現状とこれからについて
国は、第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に従い、「スポー
ツ・レガシー」としてのスポーツによる地方創生、まちづくりの各地
の更なる取組を促進するための推進体制を強化していくとしてお
り、本市における取り組みについて、現状と今後についての考え
を伺う。

2 中学校の部活動体制について
(1) 部活動指導員制度の取り組みについて

平成２９年に中学校において、部活動の指導・大会への引率等を
行うことを職務とする部活動指導員が導入されたが現状と今後に
ついての考えを伺う。

1 落海　直哉

1 生涯にわたってスポーツを楽しめる環境の形成について

市　　   　長
副 　市　 長
教   育   長
担当部局長

３５分

3 道路・河川における戦略的維持管理について
(1) 維持管理方法について

国土交通省は２０１５年に道路緑化技術基準を改正し、道路交通
機能の確保を前提にしつつ、緑化に求められる機能を総合的に
発揮させ、「道路空間や地域の価値向上」に資するよう道路緑化
に努める事とした。本市において道路、そして河川の維持管理に
ついての考えを伺う。
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項目 細目 詳細

ア 取組の現状や課題認識について伺う。
イ 幼保小連携の今後の取組について伺う。

ア 保育環境の充実について伺う。
イ 認可外保育施設等の支援について伺う。

ア 市民活動に関心のある人材の発掘・支援の在り方について
伺う。

イ 市民活動団体等の交流の場について伺う。

ア アクションプラン作成の方法について伺う。
イ 市民ニーズをどのように反映させるかについて伺う。

3 市民協働のまちづくりの推進について
2 鈴木　英士 (1) 市民活動団体等の育成・支援について

社会課題・地域課題は多様化複雑化しており、今後市民団体や
ＮＰＯ等が行う活動の重要性は高まっていくと考えられる。本市に
おいても市民協働のまちづくり活動応援補助金など一定の支援
は行われているが、活動の継続性などの課題を抱えている。その
ため、これらの団体等へのヒト・モノ・カネの視点での支援の在り
方について伺う。

4 こどもの遊び場の確保について

(1) 幼稚園・保育所・小学校の連携・接続について
小１プロブレムという名称で幼稚園等から小学校に入学する際の
ギャップが全国的に課題となっており、本市においても同様の課
題があると考えられる。このギャップの解消に向けて文部科学省
では「幼保小の架け橋プログラム」を推進していく事としているが、
本市の取組状況について伺う。

2 乳幼児期における教育・保育の質の向上について
(1) 乳幼児教育・保育の充実について

令和３年度から５つの力を育む魅力ある保育環境づくりがスタート
し、年々このプログラムに参加する施設数が増えており、保育環
境づくりに関する機運が高まっている。今後も継続的な支援が必
要と考えるが市の見解を伺う。また、認可外保育施設等を含めた
多くの施設にも広げていく事も必要と考えるが市の見解を伺う。

(1) 公園の整備について
昨年度、第２次東広島市緑の基本計画が策定された事に伴い、
今年度公園整備に関するアクションプランを作成することとなって
いる。公園については子育て世代を中心にニーズの高い施設と
なっているため、ニーズに沿った公園の配置や整備が求められ
る。そのため、アクションプランの方向性やどのように作成するの
かを伺う。

市　　   　長
副 　市　 長
教   育   長
担当部局長

３５分

1 教育施策について
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ア 現在、登録有形文化財（建造物）に届けられている以外にど
のくらいその候補の建物があるのか、また、届出制に基づく
この制度の情報がどのように所有者の方に提供されている
のか伺う。

イ この登録制度に適わない建物の所有者に対して保護意識
の醸成を含めた情報提供はされているのかを伺う。

ウ 文化財保存活用地域計画の推進において文化財等を活用
して特別な体験ができるユニークべニューを取り入れた取組
の推進について市としての見解を伺う。

エ 令和５年度目的別事業群シートでは、白市交流会館を管理
運営することにより地域の賑わい創出と地域の活力向上を
図るとあるが、具体的にどのような誘導策があるのか市として
の見解を伺う。

市　　   　長
副 　市　 長
教   育   長
担当部局長

３５分

(1) 白市の文化財を生かしたまちづくりについて
白市の町の中にある江戸時代から明治、大正、昭和初期に建て
られた建造物の現状と、所有者と地域住民のかかわり、及び地域
活性化に向けて支援する方策を伺う。

3 向井　哲浩

1 白市の文化財を生かしたまちづくりについて
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ア 日本経済の現状

イ グローバリズム植民地ニッポン

ウ デフレ下で「構造改革」という名のインフレ対策を行ったこと
が日本経済を壊した

ア 地域経済活性化の起爆剤は公共投資

(2) 地域経済活性化の起爆剤は公共投資
髙垣市長は、「地域経済を回す」ことを重点施策として掲げられて
いるが、その方策の中に、「公共投資」の発想が見受けられない。
地域経済を回す一番の起爆剤は公共投資としての税金の地域
への直接投下であると認識しており、一般競争入札により、事業
を市外業者が請け負うことにより、市民が払った税金が市外地域
に投下され、市外の地域の経済を活性化させることに使われてい
る実態は、市民のくらしに責任のある市の経済政策として正しいと
言えるのか疑問である。所感を伺う。

経世済民－経済は政治の責任

4 宮川　誠子

1

市　　   　長
副 　市　 長
教   育   長
担当部局長

３５分

(1) ３０年間のデフレが地域経済を壊した－何が起きているのかを分
析する
かつてジャパン・アズ・ナンバーワンと言われ、世界一の経済大国
として君臨していた日本が、３０年間のデフレから抜け出せず、技
術も富も会社も、そして最近では土地もグローバリストに奪い取ら
れ、今や見る影もない貧困国に成り下がっている。その原因を歴
史的経緯も踏まえながら分析し、デフレ下においてインフレ対策
を実施しているという誤った経済政策が行われてきたことを指摘し
ながら、政治の責任として正しい経済対策を行う必要性について
提起し、所管を伺う。
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項目 細目 詳細

ア 基本目標　安心して子どもを産み育てられる支援の充実に
ついて

イ 基本目標　仕事と子育てを両立するための支援の充実につ
いて

ア 子育て支援を必要をしている方の中でも、外出することがで
きない方への対応について

イ 子育てポータル実装後の市民ポータルサイト登録者数とそ
の解釈

ウ 子育てポータル　アクセス数が多いページ
エ 子育てポータル　「広報東広島」代替・補完機能の評価方法

について
オ すくすくサポートに人々が集う機能の不足について
カ すくすくサポートの利用実績および課題
キ 明石市の複合施設「あかしこども広場」から学べること
ク およそ３年前に市が直営していた児童向け交流施設「ブラン

コ」閉鎖の影響
ケ 市役所の隣に新設される建物への子育て支援機能の集積

および子育て支援施策を全世代の利益につなげる構造に
ついて

コ 児童および中高生が、保護者や学校を介さずに悩み相談
ができる機関について

ア 令和５年度乳幼児等医療費支給制度の対象拡大、中長期
的な計画について

イ 乳幼児等医療費支給制度における所得制限の有無の違い
による診療内容の差について

ウ 乳幼児等医療費支給制度の周辺市町の動きについて
エ 「小中学校における給食費無償化」は、市民ニーズではなく

単なる要望か
オ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金と給食

費について
カ 本市において給食費無償化にかかる費用および就学援助

実費支給分

(3) 子どもに関する医療体制の充実、子育て世帯の経済的負担の軽
減について
子ども医療費助成および給食費無償化ニーズの取り扱いに問題
を感じている。

1 第２期東広島市子ども・子育て支援事業計画 について
(1) 基本目標の進捗状況について

二つの基本目標について次のことを確認する。目指す姿と現状と
の差異、差異の具体的な内容、差異を埋めるための取り組み。
＜注意＞細目（２）～（３）とは、厳密に区別した答弁を求める。

(2) 東広島版ネウボラの充実について
次のことに問題を感じている。子育てポータル、すくすくサポート、
児童および中高生への支援、子育て支援施策を全世代の利益
につなげる構造。

市　　   　長
副 　市　 長
教   育   長
担当部局長

３５分5 木村　輝江
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ア 令和５年度における子育て支援施策充実の達成要因につ
いて

イ 東広島市の財政力を活かした１０年、２０年先を見越した投
資について

ウ 国及び県に先行して本市の子育て支援施策を充実させるメ
リットと予算確保手法の確立の価値について

ア 吉行小谷線（県道）の見通しについて
イ 高屋分署の職員数について

2 令和５年度東広島市予算について
(1) 東広島市の子育て支援施策の充実について

国や県が決めたことに東広島市が従う政治ではなく、「東広島市
のこと」は「東広島市」で決めるべき。

3 高屋町について
(1) 計画道路及び消防局高屋分署について

私の住所である高屋町の関心事。

市　　   　長
副 　市　 長
教   育   長
担当部局長

３５分5 木村　輝江


